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３ 都市再生に向けた考え方

（１）生活の継続性や居住の安定への配慮

①住み続けられるまち

良好な居住環境を守りつつ足りない機能を補
うなど、公共施設整備を含めて段階的にまちづ
くりを進め、お住まいの方が引き続き安心して
住み続けることができるまちを実現します。

②地域の魅力を大切にしたまち

約50年の歴史を踏まえて、地域の資源や魅力
を大切にしながら、これからの高島平にふさわ
しい、全ての人の願いに応える、柔軟性と可能
性に満ちたまちを実現します。

③みんなでつくる持続的に成長するまち

成熟した豊かな地域のコミュニティを活かし
ながら、高島平に関わる全ての人が主役となり、
みんなで協力しながら、ともに持続的に成長し
ていくまちを実現します。

（２）地域資源の有効活用

高七小では多くの子どもが育ち、閉校後も
多くの地域活動が営まれてきました。
こうした歴史を踏まえ、区が地域経営・都

市経営の視点で主導的な役割を果たし、まち
づくりに最大限の効果を提供していきます。
新たな土地を取得することなく、既存の区

有地を貴重な地域資源として、団地再生を含
む連鎖的都市再生に有効に活用します。

①ターゲットを明確にした機能導入

ターゲットを明確にして、行政サービスの充
実と民間機能の導入が一体となった活用を図り、
社会の変化に柔軟に対応します。

②空間・施設の連携による相乗効果の創出

緑地・道路・高架下などの空間のリメイクや
新規施設の整備との連携により相乗効果を生み
出し、魅力的な交流核を形成します。

③都市計画との連携による適切な高度利用

これからの50年への投資に必要となる原資を
確保するため、土地交換を含む活用と都市計画
変更の連携による高度利用を検討します。

旧高七小

高島平まつり

公有地の活用事例

高架下空間の活用事例



















②デザインの調和に向けたルールの検討

高島平らしいウォーカブルなまちを実現す
るため、道路や公園等の都市基盤や、にぎわ
いを形成するけやき通り等の道路に面する建
物について、統一的なデザインやしつらえを
誘導し、高質な空間の形成に必要なルールを
検討します。

にぎわいを生み出す空間イメージ
商業施設の沿道空間（立川市）

出典：御堂筋まちづくりネットワーク

御堂筋パークレット

1)建物低層部のにぎわいの形成

けやき通りやプロムナードに面する建物低層
部に、にぎわいを演出する店舗やオープンカ
フェの誘導、壁面の位置の統一、都市基盤や建
物のデザインの調和等を検討します。

2)分かりやすく優れたデザインのしつらえ

けやき通りやプロムナード、広場等を居心地
の良い空間にするため、ファニチャー・パーク
レットの設置、夜間景観の形成や防犯に寄与す
る照明の演出、空間の高質化等を検討します。

3)誰もが歩きやすいまちづくり

歩行者・デッキネットワークに回遊性を高め
るサイネージや多言語に対応したサイン整備、
誰もが歩きやすいよう段差の解消、歩行者空間
の拡充等を検討します。

4)豊かなみどりを感じられるまち

けやき通りやプロムナードを中心に、豊かな
みどりをまもり、つなぎ、活かす取組、崖線の
自然緑地の保全、立体的で複層的なみどりの形
成等を検討します。

③公共空間の利活用の促進

プロムナード等の公共空間を最大限に活用す
るため、適切に公共公益機能を配置しながら、
活用しやすい空間へと再整備します。
また、各主体による積極的な公共空間の利活

用に向けて、活用しやすい体制を構築し、まち
の魅力向上へとつなげていきます。
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（３）区民の生活の質を高める
先端技術の活用

①まちづくりのＤＸ
（デジタル・トランスフォーメーション）

まちづくりのデジタル・トランスフォーメー
ションを実現するため、３D都市モデルの活用や、
BIM・CIMデータを収集・公開する制度を構築し、
連鎖的都市再生に合わせてデジタルツインを構
築するための制度を検討します。
これらのデータを活用し、自動運転やドロー

ン配送等の新技術を、いち早く高島平に導入し、
地域の課題の解決と区民の生活の質（QOL）を高
めていきます。

出典：まちづくりのデジタル・トランスフォーメーション
実現ビジョン〔 ver1.0 〕（2022/7/7  国交省）

②高島平でモデル的に展開するＤＸ

実証実験では、浸水深の時系列による変化や
避難を開始するタイミングに応じた避難ルート
を3D都市モデル上で表現し、浸水範囲の拡大に
より避難行動が限定される様子を、三次元的に
可視化しました。
地域の水害リスクや避難行動の重要性に対す

る住民の理解や、防災意識の向上を促します。

出典：PLATEAUホームページ（国交省）
https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-026/

国におけるまちづくりＤＸの取組

国土交通省では「まちづくりのデジタル・トランス
フォーメーション実現会議」を設置し、都市政策のあら
ゆる領域でDXを推進し、人口減少・少子高齢化の下で豊
かな生活、多様な暮らし方・働き方を支えるサステナブ
ルな都市―「人間中心のまちづくり」を実現するための
ビジョンを定め、まちづくりのデジタル・トランス
フォーメーションについて整理しました。
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近年、人工知能（AI）、自動運転、ゼロカー
ボンの実現に向けた環境技術、情報・通信技術
等の様々な技術革新が進んでおり、実証実験や
社会実装が進んでいます。
高島平においても、地域課題の解決、利便性

や生活の質の向上に資する新たな技術について、
積極的に検討し柔軟に活用していきます。















資料編



50音順 用語 解説文

あ行 インフラ 生活や産業などの経済活動を営む上で不可欠な社会基盤と位置づけら
れ、公共の福祉のため整備・提供される施設の総称。たとえば、公共
施設、道路、公園、鉄道、ガス・水道・電話・電気などが挙げられる。

ウォーカブル 居心地が良く、歩きたくなること。まちなかにおける交流・滞在空間
の創出に向けた官民の取組が全国で進んでいる。

エコロジカルネットワーク 「生きもの」の生息拠点となる緑地を小規模な緑地や街路樹などでつ
なぎ、「生きもの」が移動できるようにすることで、「生きもの」が
暮らしやすい状況をつくる。このような、生物の移動が可能であるよ
うにつながれた状態の生息地のネットワークのこと。

エリアマネジメント 住民・事業者・地権者などが連携し、まちにおける文化活動、広報活
動、交流活動などのソフト面の活動を自立的・継続的・面的に実施す
ることにより、まちの活性化や都市の持続的な発展を推進する活動の
こと。

さ行 ゼロカーボン 企業や家庭が排出する二酸化炭素をはじめとする温室効果ガス（カー
ボン）の「排出量」から、植林、森林管理などによる「吸収量」を差
し引いて、排出量の合計を実質的にゼロにすることを意味する。

た行 地区計画 まちの目標の実現に向けて、道路・公園などの配置や建築物に関する
制限などを、地区特性に応じてきめ細かく定める、都市計画法に基づ
く計画。

都市計画 都市計画法の中で、都市の健全な発展と秩序ある整備を図るため、以
下の３点を含んだ計画のこと。
①土地利用（用途地域、地区計画など）の計画
②都市施設（道路、公園など）の整備の計画
③市街地開発事業の計画

は行 パークレット 車道の一部を転用して作られた、歩行者のための空間のこと。都心や
商店街での新たな憩いやにぎわいの創出を目的に設置される。日本各
地で社会実験などで設置されており、歩行者の憩いの場として利用さ
れている。

ファニチャー 椅子やテーブルなど、機能性や装飾性を持った移動可能なオブジェク
トのこと。

プロムナード 「散策」または車の通らない「散歩道」や「遊歩道」のこと。高島平
地域では、「高島平緑地」と「けやき通り」を含んだ総称として使用
している。
一般的には、敷地内に設けられている散策路もプロムナードと呼ばれ
ており、大規模なマンションや住宅街などをはじめ、大型の複合商業
施設内や高層ビルが集中するオフィス街などでも積極的に取り入れら
れている。

ペデストリアンデッキ 駅舎から建物へと接続され、広場と横断歩道橋の両機能を併せ持つ、
歩行者の通行専用の高架歩道。

ま行 ミクストコミュニティ 高齢者や子育て世代等、多世代がつながったコミュニティのこと、

や行 ユニバーサルデザイン あらかじめ、障がいの有無、年齢、性別、国籍等にかかわらず、多様
な人々が利用しやすいよう都市や生活環境をデザインする考え方。

用途地域 都市計画法に基づき、都市を住宅地、商業地、工業地などいくつかの
類型に区分し、住居の環境の保護又は業務の利便の増進を図るため、
類型に応じた建築規制を行うもの。

ら行 連鎖的都市再生 生活、業務、地域の活動を中断することなく、老朽化したまちや建物
を連鎖的に更新していく、都市再生の手法。
高島平地域では、再整備地区を都市再生の起点として活用し、団地再
生を始めとする施設の更新を図るとともに、新たに創出される土地を
活用してさらに施設の更新を進め、都市再生を実現することをめざし
ている。
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用語集
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ABC順 用語 解説文

A AR 「Augmented Reality」の頭文字をとった略で、現実世界を立体的に読
み取り、仮想的に拡張する技術のこと。例えばスマートフォンを平面
にかざすと家具が現れたり、アプリでポスターをかざした際に画面上
で動き出すなど、現実を拡張してコンテンツを楽しむことができる。

B BIM・CIM 計画、調査、設計段階から3次元モデルを導入することにより、その後
の施工、維持管理の各段階においても3次元モデルを連携・発展させて
事業全体にわたる関係者間の情報共有を容易にし、一連の建設生産・
管理システムの効率化・高度化を図る取組。

D DX（デジタル・トランス

フォーメーション）

デジタル技術を社会に浸透させて人々の生活をより良いものへと変革
すること。

U UDCTak（アーバンデザイン

センター高島平）

平成28年に設立した、未来に向けて高島平のまちを再びデザインして
いくために、意欲ある関係者が集うプラットフォームのこと。
まちづくりにかかわる様々な分野の専門家が主導し、そのもとで
「民・学・公」の多様な主体が連携してまちの将来像を描き、実現し
ていくことをめざす。
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